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論 文 要 旨       

 

 

所属ゼミ     余田 研究会 学籍番号 81430375 氏名 河野 由 

（論文題名） 

 

地方創生につながる移住推進施策の成功条件 
 

 

（内容の要旨） 

 

2015 年現在の日本は、少子高齢化による人口減少、東京一極集中による極点社会の

形成、地方山村の限界集落化、またそれに伴う地方都市の将来的な経済縮小など、国家

存続上の重大な課題に直面している。こうした問題に向けた国の対策として、政府は「ま

ち・ひと・しごと創生本部」を設置し、長期ビジョンと総合戦略が策定され、地方創生

関連法案の制定や予算・人材等の対策が進められてきている。 

一方、その主体である地方自治体側が抱えている喫緊の課題として、人口減少解消に

向けた地元での自律的雇用の拡大と若年層を含む人口の維持が挙げられる。中でも近

年、地方創生の解決策として脚光を浴びているのが、若年層及び子育て世代の地方への

移住推進政策である。 

しかし、地方創生で移住を推進することについて、単に移住者や短期滞在者を誘致し数

値上の人口を増やすだけで本当に地方創生できるのか、もしそうでない場合、移住とい

う現象を地方創生に貢献する施策にするにはどうすれば良いのか、そして移住を推進す

る際、地域側が備えておくべき条件は何か、という３点の問題意識があった。 

以上より、本研究ではまず地方創生とは何なのかを定義し、それを実現させる一手段

としての「移住」について取り扱った。更に、移住とは異なる形態で地域活性化に成功

している例について「試住」という新たな概念を提示しながら具体的な事例をもとに考

察した。加えて、前述の成功事例や移住者の失敗事例からの示唆をもとに、移住先地域

が地域活性化に向けて移住者との前向きな関係構築を行う為に必要な条件を明らかに

した。 

本研究の結果、移住で地方創生を実現するには、移住や試住によって地域へ再配置す

る人材と地域とのマッチングが重要であるということ、移住を推進する地域側が備えて

おくべき適性として、地域住民側の地域活性化という社会変革の必要性の認識と合意が

できることが示された。また、それらを踏まえた地域の適性診断を行うモデルの設計と

マーケティング戦略の具体案について提案を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 


